
～その時期に適したケアプランニングに生かせる

リハビリテーションエッセンス～

※当研修は、主任更新研修の受講要件②に該当する研修です

一般社団法人新潟県介護支援専門員協会 令和５年度総会時研修会

リハビリテーションは主に、急性期～回復期を経て生活期リハ、介護期リハ、終末期リハ

へと移行していきます。特に生活期以降におけるリハビリテーションは、単なる機能訓練や

歩行訓練といった挟義のリハビリテーションではなく、その時期毎に適切な本来のリハビリ

テーション=全人間的復権を念頭においた支援を提供することが必要不可欠です。

今回は、その時期における“最適なリハビリテーションの考え方”と“ケアプランニング

を生かせるエッセンス”を、リハ職とケアマネジャーの上手くいった／いかなかった連携の

実話や生の声を交えながらお伝えします！

【講 師】 山﨑 隆博 氏

理学療法士 福祉用具プランナー

介護老人保健施設ケアセンター芳川 リハビリテーション部責任者

リハビリテーション＊介護Ｌａｂｏ代表 （裏面講師紹介有）

【開催日時及び会場】

日 時：令和５年６月22日（木）

総 会：13：30～14：15

研修会：14：30～16：00 (総会終了後)

会 場：新潟ユニゾンプラザ 多目的ホール【定員200名】

【参加費】 無 料

【参加者】 会員限定 ※非会員の方は、入会申込後にお申込みいただけます。

【申込み】①会員の方は、総会資料同封の「総会案内ハガキ」にてお申込みください。

②非会員の方は、新潟県介護支援専門員協会ＨＰから入会申込書をダウンロードの

うえ必要事項を記入し、裏面の研修参加申込書とともにFAXにてお申込みください。

（令和５年度会費3,000円の事前振込お願いします）

※受講決定通知は出しません。（定員に達した場合のみご連絡いたします）



非会員の方は、入会申込後、この申込書でお申込みください。
※入会申込書は協会ホームページからダウンロードできます。

会員の方は「総会案内ハガキ」（6月発送）にてお申し込みください。

申込締切り ６月 15日（木）必着

※送付文不要ＦＡＸ：０２５－２８２－５１５１（事務局）

【連絡先】

一般社団法人 新潟県介護支援専門員協会

〒950-0994 新潟市中央区上所2-2-2 新潟ﾕﾆｿﾞﾝﾌﾟﾗｻﾞ3 階
TEL 025-281-5616 FAX 025-282-5151

所属事業所名

連絡先 TEL FAX

（ふりがな） （ふりがな）

参加者氏名 参加者氏名

山﨑 隆博 氏 （理学療法士 福祉用具ﾌﾟﾗﾝﾅｰ）

H21.4～社会福祉法人農協共済中伊豆ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰにて回復期・訪問ﾘﾊ・介護予防事業に携わる。

その後、H26.4～医療法人崇徳会田宮病院にて勤務する。日々の臨床に励む傍ら、“ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ従事者

と介護従事者とが腹を割って話せる環境を創りたい”想いから、自主勉強会団体「ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ＊介護

labo」を立ち上げる。現在は、医療法人社団山川会介護老人保健施設ｹｱｾﾝﾀｰ芳川でリハビリテーション

部責任者として勤務しながら、全国各地の研修会にて伝達・指導を行っている。

【執筆・掲載】中央法規出版(株)

『おはよう21』特集2018.3「医学知識 疾患別にわかる医学知識とケアのポイント」

2019.3「今すぐ点検！疾患別のケア〇と×」

2020.1「今日から使える基本の介護技術100のポイント」

連載 2020.5～「押さえておきたい 介護技術のチェックポイント」全24回

増刊号 2022.10「高齢者に多い40疾患のケア〇と×」

『ケアマネジャー』特集2022.8「見逃すと危険なフレイル 早期発見・改善へのアプローチ」

『介護求人冊子（ドットコムマーケティング（株））』・介護施設第三者評価レビュー及びコラム掲載

『朝日新聞』記事［未来人］に掲載

『Komachi介護ご用聞きネット』介護専門家ブロガーとして介護技術関連の記事を掲載

【講師歴】

・特別養護老人ホーム燕愛宕の園様 ・介護支援専門員連絡協議会様

・特別養護老人ホームゆきわりの里様 ・特別養護老人ホーム藤見倶楽部様

・高齢者共同住宅オードリー様 ・デイサービスセンターゆうばえ様

・デイサービスセンター赤とんぼ様 ・ジェイサービス㈱様 他多数

＊＊講 師 紹 介＊＊
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